
 

厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策政策研究事業） 
「HIV検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」 
新たな HIV-1/2抗体確認検査法の普及研究（加藤眞吾）報告書 

 
 

地方衛生研究所におけるHIV確認検査に関するアンケート調査と 

web研修会の実施 
 

◎研究協力者 川畑 拓也 （地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所） 
研究協力者 浜 みなみ （地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所） 
研究協力者 阪野 文哉 （地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所） 
研究協力者 長島 真美 （東京都健康安全研究センター） 
研究協力者 河上 麻美代（東京都健康安全研究センター） 
研究協力者 貞升 健志 （東京都健康安全研究センター） 
研究協力者 佐野 貴子 （神奈川県衛生研究所） 
研究協力者 近藤 真規子（株式会社ハナ・メディテック） 
研究協力者 須藤 弘二 （株式会社ハナ・メディテック） 
研究分担者 加藤 眞吾 （株式会社ハナ・メディテック） 

 
 

研研究究要要旨旨  

 全国の保健所で実施されている無料匿名HIV 検査について、その確認検査の実施状

況について明らかにするために、全国 85 か所の地方衛生研究所と衛生試験所を対象

に、HIV 確認検査実施に関するアンケート調査を実施した。また、全国の地衛研の HIV

確認検査担当者やウイルス検査担当者を対象とした HIV 確認検査に関する web 研修会

を開催し、さらに研修会受講後の評価を調査するため、受講者に対し匿名で回答可能な

研修内容に関するアンケート調査を行った。 

 HIV 確認検査に関するアンケート調査について、85 か所すべての地衛研より回答を得

た（回答率 100％）。アンケートの結果の概略は次の通りであった。 

 ・HIV 確認検査は 33 か所（39％）の地衛研と 3か所（4％）の保健所で実施されており、

民間臨床検査会社等への外部委託は 49 か所（58％）であった。 

 ・確認検査の方法は、すべての地衛研でWB法から Geenius に切り替わっていた。 

 ・確認検査を実施している地衛研のうち、19 か所（58％）が追加スクリーニング検査を実

施していた。核酸増幅検査は 22 か所（67％）が実施し、4 か所（12％）が導入を検討して

いた。 

 HIV確認検査に関する web研修会を開催し、受講者 57名と講師、事務局等 9名の合

計 66 名の参加を得た。研修会終了後、受講者に対し、匿名で回答可能な、研修内容の

評価アンケート調査を行った結果、40 名より回答があり、評価は良好であった。内容で

は、確認検査における判定困難な事例の共有が、特に好評であった。 

 

 

 
ＡＡ.研研究究目目的的 
 2022 年 6 月末、これまで長く HIV の確認検査
に使用されてきたウエスタンブロット法試薬が販売

終了になり、以降は新しく承認された後継の試薬

であり、イムノクロマトグラフィー法を測定原理とし

た「Geenius HIV 1/2 キット」(以下、Geenius)を使
用することになった。 
  

 
そこで、Geenius発売後、初めて新年度を迎え 

た本年度、全国の保健所で実施されている無料

匿名 HIV 検査の確認検査に関して、地方衛生研
究所と衛生試験所（以下、地衛研）における HIV
確認検査の検査体制と実施状況について調査を

行い、今後の HIV 検査体制のさらなる充実に向

けた資料とすることを目的に、本研究を実施した。 
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ＢＢ.研研究究方方法法 
１．HIV確認検査実施に関するアンケート調査 
 調査対象：調査は、地方衛生研究所全国協議 
会に加盟している地方衛生研究所と衛生試験

所（85 か所）を対象とした。 
 調査期間：調査は当初 2023 年 8 月 21 日か

ら同 8 月 31 日までの 11 日間としたが、回収

率を上昇させるために延長し、最終的には同 9
月 27 日までの 38 日間実施した。 
 調査方法：調査は、記名・自記式のアンケー

トの電子ファイルを地方衛生研究所全国協議

会が運用するメーリングリスト（「地研メール」）

を通じて配布した。回答の回収は研究協力者の

メールアドレスあるいは所属の FAX へ、送信

してもらうこととした。また、回答の際、本研

究への同意も取得した。 
2．HIV 確認検査試薬「Geenius」に関する web 研
修会の開催と評価アンケートの実施 
 研修会日程の決定と案内の送付：web 研修会

の開催日は、研修の講師を依頼した本研究協力

者各氏の予定を鑑み、2023 年 10 月 13 日の午

後とした。web 研修会の案内は、各地衛研の

「HIV 確認検査実施に関するアンケート調査」

回答者あるいは HIV 確認検査実施担当者へ送

付した。 
 web 研修会の準備：当初、web 会議用のアプ

リケーションソフトの購入を検討していたが、

web 研修会事務局を担当した大阪健康安全基

盤研究所に昨年度から導入されたグループウ

ェアが web 会議に対応しており、追加で費用

負担することなしに大人数での web 会議の開

催が可能であったことから、その利用を決定し

た。参加を表明した施設に対しては、web 研修

会へのアクセス用URLを記載したメールを事

前に送付した。 
 web 研修会スライド資料の送付：web 研修

会の実施後、当日に講師が使用したスライド資

料を PDF 化して参加者にメールで送付した。 
 web 研修会評価アンケートの実施：web 研

修会の受講者 57 名に対し、web 研修会受講後

の評価を調査する目的で、受講者に対し無記名

の web アンケート調査を実施し、今後の研修

会に向けた資料とすることとした。 
（倫理面への配慮） 
 アンケート調査の結果から自治体名や施設名

が分らないように配慮し、本研究を実施した。 
 
ＣＣ.研研究究結結果果 
１．HIV確認検査実施に関するアンケート調査 
 回答数･回収率：調査期間中に全国の地衛研

85 か所から回答を得た（回収率 100%）。本研

究への利用について、全ての地衛研から同意が

得られた。 
 HIV 確認検査実施施設：地衛研を設置して

いる全国 85 か所の自治体のうち、保健所にお

ける無料匿名 HIV 検査の確認検査は 33 か所

（38.8%）の自治体において地衛研が実施して

いた。また確認検査を実施している保健所が 3
か所（3.5%）存在した。一方、49 か所（38.8%）

の自治体において、確認検査は民間検査会社な

どに外部委託されていた。（内 1 か所は近隣の

地衛研へ外部委託していた。） 
（以下は自施設で確認検査を実施している 33
施設の回答） 
 抗体確認検査法： 33 か所の地衛研全てにお

いて、WB 法に代わり Geenius が用いられて

いた。また Geenius の導入時期は、最も早い

施設は Geenius が販売開始された 2020 年 9
月の直後の 2020 年 11 月、調査時点で最も遅

く導入していた施設は 2023 年の 4 月であっ

た。 
 Geenius リーダーの所有：33 か所の地衛研

のうち、14 施設（42.4%）が Geenius リーダ

ー（以下、リーダー）を購入していた。（調査

時点で納品待ちの 1 施設を含む。）また、それ

以外に 1 施設（約 3%）がリースで使用してい

た。購入を検討している施設が 1 施設（約 3%）

あり、また、購入の希望はあるものの予算が付

かず、購入できていない施設が 2 施設（約 6%）

あった。残りの 15 施設（45.5%）は、購入の

予定はないとの回答であった。 
 Geenius の結果判定方法：33 か所の地衛研

のうち、11 施設（33.3%）がリーダーを使用し

て Geenius の結果を判定していた。また、3 施

設（9.1%）がリーダーと目視の両方の結果を総

合的に判断し判定していた。また、調査時点で

リーダーの納品待ちであった 1 施設を含む 19
施設（57.6%）が目視のみで結果を判定してい

た。 
（注：Geenius 試薬の添付文書では、リーダー

と目視の両方の判定方法がそれぞれ記載され

ている。一方、添付文書の「2.判定上の注意」

の項には「HIV-2 の鑑別には、Geenius リーダ

ーの使用が推奨されます。」との記載がある。） 
 Geenius の判定困難事例の経験の有無：33
か所の地衛研のうち、5 施設（15.6%）が、結

果の判定が困難な事例を経験していた。判定困

難な事例としては、試薬キット（デバイス）の

不具合と考えられる事例やリーダーで判定保

留となった事例が挙げられていた。 
 追加スクリーニング検査実施の有無：33 か

所の地衛研のうち、14 施設（42.4%）が搬入さ

れたスクリーニング検査陽性検体（要確認検査

検体）に対し、確認検査実施前に追加スクリー
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ニング検査を実施していた。（実施方法として

は、PA法 3施設、IC法 2施設、EIA法 8施
設、PA法と EIA法の両方実施が 1施設であっ
た。） 
 核酸増幅検査（HIV-1 NAT）実施の有無：33
か所の地衛研のうち、22施設（66.7%）が HIV-
1の核酸増幅検査を実施していた。また、4施
設が核酸増幅検査の導入を検討中であった。 
 実施している核酸増幅検査（HIV-1 NAT）の
方法：核酸増幅検査を実施している 22施設の
うち、16施設が KK-TaqMan法を実施してい
た。2施設が病原体検出マニュアル（国立感染
症研究所編）に記載されている定性（コンベン

ショナル）RT-PCR法（プライマーは gag-580A
と gag-581B）を使用していた。残る 4施設は、
それぞれが、病原体検出マニュアルに記載され

ている定量（リアルタイム）RT-PCR法（プラ
イマーは Gag183UFと Gag187LR、プローブ
は Gag187P-MGB）と、過去に国立感染症研究
所主催の研修会で紹介された方法（詳細不明）

と、アプティマ HIV-1（ホロジック社）と、そ
の他の方法で実施していた。 
 web研修会への参加希望：自施設で HIV確
認検査を実施している 33か所の地衛研のうち、
25施設（75.8%）が、「確認検査法 Geeniusに
関する web 研修会」への参加について「出席
したい」と回答した。また、8 施設（24.2%）
が「日程をみて検討する」と回答した。（「出席

の予定なし」と回答した施設はなかった。）さ

らに自施設で HIV確認検査を実施していない
地衛研や確認検査を実施している保健所から

も、web研修会に参加し情報を収集したいと、
アンケートの回答（2 施設）やメール（14 施
設）にて参加の申し出があった。 
2．HIV 確認検査試薬「Geenius」に関する web 研
修会の開催と評価アンケートの実施 
 web 研修会の当日プログラム：web 研修会
は 2023年 10月 13日、13時 30分から 15時
30 分まで実施した。当日のプログラムは以下
の各内容で実施した。（敬称略） 
  1.開催にあたって（研究分担者から開会の
言葉、担当：加藤） 
  2.Geenius の概要について（Geenius の紹
介、担当：佐野） 
  3.HIV-1陽性のWB法判定保留例または陰
性例を用いた Geenius の有用性の検討結果
（WB法と Geeniusの検出感度の比較、担当：
河上） 
  4.HIV確認検査実施に関するアンケート調
査の結果報告（地衛研を対象とした確認検査実

施に関するアンケート調査結果の共有、担当：

川畑） 

  5.Geenius で経験した、判定困難事例等
（Geenius 判定困難事例の紹介、担当：川畑） 
 研修当日の状況：web研修会当日、受講者、
講師、事務局を合わせ、66 名が参加した。研
修は予定通り開始し、特にトラブル等なく、予

定通り終了した。 
 web研修会評価アンケート調査結果：研修会
の評価のためのアンケート調査は、研修実施 1
週間後の 10 月 20日より開始し、11 月 13 日
まで回答を受け付けた。アンケートには受講者

のうち、40名（70.1%）が回答した。 
 ウイルス検査担当年数：研修受講者 40名の
ウイルス検査担当年数は、0〜1年が 9名（22.5%）、
2〜5年が 15名（37.5%）、6〜10年が 8名（20%）、
11〜20年が7名（17.5%）、21年以上が1名（2.5%）
であった。 
 HIV確認検査の担当年数：研修受講者 40名
の HIV 確認検査担当年数は、0〜1 年が 15 名
（37.5%）と一番多く、以下、２〜5 年が 11 名

（27.5%）、6〜10年と 11〜20年がそれぞれ 5名ず
つ（12.5%）と続いており、21年以上の経験者はい
なかった。また 4 名（10%）が HIV 確認検査の担

当ではないと回答した。 
 受講者の施設における HIV 確認検査の実施
状況：研修受講者 40 名の各施設における HIV
確認検査の実施状況は、自施設で実施しリーダ

ーを用いて判定しているところが 13 か所（32.5%）、
自施設で実施し目視で判定しているところが17か
所（42.5%）、保健所で実施しているところが 4 か
所（10%）、外部委託しているところが 6 か所（15%）
であった。 
 研修内容の分かりやすさ：研修受講者 40名
のうち、研修内容について、「分かりやすかっ

た」と回答した者は 33 名（82.5%）、「やや分
かりやすかった」と回答した者は 4名（10%）、
「普通」と回答した者は 3 名（7.5%）であっ
た。「やや分かりにくかった」「分かりにくかっ

た」と回答した者はいなかった。 
 講師の説明のわかりやすさ：研修受講者 40
名のうち、講師の説明について、「分かりやす

かった」と回答した者は 33 名（82.5%）、「や
や分かりやすかった」と回答した者は 3 名
（7.5%）、「普通」と回答した者は 4名（10%）
であった。「やや分かりにくかった」「分かりに

くかった」と回答した者はいなかった。 
 研修時間の長さ：研修時間は 2時間程度（13
時 30分から 15時 30分まで）であったが、研
修受講者 40名のうち、研修時間の長さについ
て、「丁度良い」と回答した者は 37名（92.5%）、
「やや長い」と回答した者は 2 名（5%）、「や
や短い」と回答した者は 1 名（2.5%）であっ
た。「短い」「長い」と回答した者はいなかった。 
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 各講義内容の有用性について：4題の講義に
ついて、おのおの「1有用」から「5有用でな
い」までの 5段階で評価してもらったところ、
全ての講義が 75〜85%の割合で「1有用」と評
価された。 
 研修の満足度：研修受講者 40名のうち、研
修の満足度について、「満足」と回答した者は

29名（72.5%）、「やや満足」と回答した者は 6
名（15%）、「どちらともいえない」と回答した
者は 4名（10%）であった。「あまり満足でき
なかった」と回答した者はいなかった。しかし、

「全く満足できなかった」と回答したものが 1
名あり、自由記述欄から回線状況が悪く、画面

と音声が途切れ途切れになってしまっていた

ことが判明した。他の多くの参加者からはその

ような指摘がなかったことから、主催者側の回

線の不良ではなく、参加者側か、あるいはその

間の回線状況に問題があった可能性がある。 
 今後活用できそうな内容：研修の内容で、今

後活用できそうな内容があったか自由記述で

尋ねたところ、以下の様な回答が得られた。 
・判定困難事例の紹介が参考になった（10件） 
・Geeniusリーダー導入の参考になった（2件） 
・NAT法導入について相談したい（1件） 
・Geenius ではスクリーニング検査陽性の検
体を検査する必要があることが分かった（1件） 
・その他 1件 
 研修の改善点：研修の改善点を自由記述で尋

ねたところ、8つの回答があり、そのうち 5つ
（62.5%）が、講義スライドの事前配布の希望
であった。 
 
ＤＤ.考考察察 
１．HIV確認検査実施に関するアンケート調査 
 全国の自治体が実施する保健所等無料匿名

検査における HIV確認検査が、全て Geenius
に切りかわっていたことは、安心できる結果で

あった。一方、確認検査の外部委託が進み、確

認検査を実施している地衛研が、すでに 4割程
度にまで低下していることには危機感を覚え

た。また、Geeniusリーダーを導入している施
設は確認検査を実施している地衛研の半数以

下の約 42%であった。近年、HIV-2の陽性事例
が散発的に報告されており、また Geenius の
添付文書中の「2.判定上の注意」の項には「HIV-
2の鑑別には、Geeniusリーダーの使用が推奨
されます。」との記載もあり、少々こころもと

ない普及率と思われた。 
 確認検査を実施している地衛研の約 15%が
Geenius で判定が困難な事例を経験していた。
一方、年間の確認検査件数が少ない地衛研では、

判定が困難な事例を経験する確率が低いため、

こうした事例の共有は重要と考えられた。 
 確認検査を実施している地衛研のうち、67%
がすでに核酸増幅検査（NAT）を導入しており、
さらに 12%がNATの導入を検討していた。現
在、P24抗原を検出可能な第四世代スクリーニ
ング検査法が使用されており、確認検査で抗体

が陰性の場合には、核酸増幅検査を実施する事

が推奨されているため、地衛研でも NATのさ
らなる普及が期待される。 
2．HIV 確認検査試薬「Geenius」に関する web 研
修会の開催と評価アンケートの実施 
 HIV確認検査試薬「Geenius」に関する web
研修会を企画したところ、HIV確認検査実施に
関するアンケート調査において、「出席したい」と

回答した 25施設中 24施設 34名と、「日程をみて
検討する」と回答した 8施設 9名と、メールにて申
し込みのあった 14施設 17名、さらに web会議の
ログイン名に所属の明示がなく、所属の不明であ

った 1 名と、事務局と講師を合わせ 66 名が参加
した。web会議のホストである事務局側では、通信
環境に特に問題があるようには感じられなかった

が、実際には評価アンケートにて明らかになった

様に、参加した 1施設において、動画や音声が途
切れるほど回線状況が悪く、「全く満足できなかっ

た」という評価となったのは残念であった。全ての

参加施設に対して、視聴に問題ない状況で動画

や音声を配信できる様、次回実施する際には、前

もって検討する必要があると思われた。 
 評価アンケートの結果から、研修内容の分か

りやすさ、講師の説明のわかりやすさについて

は、90%以上の参加者が「分かりやすかった」
「やや分かりやすかった」と回答するなど、良

好な結果であった。また、研修時間の長さも、

92.5%の参加者が「丁度良い」と回答し、こち
らも良好な結果であった。各講義の内容につい

ても、85%以上の参加者が 5段階評価の「1有
用」と「2」を選択しており、良い内容だった
と考えられた。特に講義「判定困難事例・試薬

の不具合の共有」について有用と回答した割合

が高く（85%）、また、今後活用できそうな内
容についての自由記述でも、15 例の記述のう
ち 10 例（66.7%）が、判定困難事例の紹介が
特に有意義、との回答であった。今後も結果の

判定が困難な確認検査の事例や、確認検査やス

クリーニング検査の試薬の不具合に関する情

報を共有する機会を持つことが重要だと考え

られた。 
 
ＥＥ.結結論論 
 全国の地衛研に対し、確認検査に関するアン

ケート調査を実施したところ全ての地衛研か

ら回答があり、地衛研が実施する確認検査は、
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すでに WB 法から新しい HIV 抗体確認検査法

「Geenius HIV 1/2 キット」に変更されていることが
明らかとなった。 
 HIV 確認検査 Geenius に関する web研修会

を企画し、判定が困難な事例や試薬の不具合に

ついて共有したところ、非常に有意義だと好評

であった。今後も確認検査に関する情報を共有

する機会を持つことが重要だと考えられた。 
（謝辞）HIV 確認検査に関するアンケート調

査、web 研修会の評価に関するアンケート調査

にご協力くださった、全国の地方衛生研究所と

衛生試験所の担当者のみなさんに深謝いたし

ます。 
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⽉
に

導
⼊

）
 

2.
 

W
B

法
（

在
庫

が
な

く
な

る
ま

で
）

 
3.

 
そ

の
他
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）
 

 質
問

4 
Ge

en
iu
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ー

ダ
ー

（
読

み
取

り
機

）
は

購
⼊
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ま
し

た
か

︖
 

 
 

 
 

1.
 

購
⼊

し
た

 
 

 
 

 
2.

 
リ

ー
ス

で
使

⽤
中

 
 

 
 

 
3.

 
購

⼊
予

定
（

 
 

 
 

年
 

 
 

 
⽉

 
頃

）
 

 
 

 
 

4.
 

予
算

申
請

中
 

 
 

 
 

5.
 

購
⼊

を
検

討
中

 
 

 
 

 
6.

 
購

⼊
の

予
定

は
な

い
 

 
 

 
 

7.
 

購
⼊

し
た

い
が

予
算

が
付

か
な

い
（

理
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︓
 

 
 

 
 

 
）

 
 質

問
5 

Ge
en
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ッ
ト

測
定

後
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結
果

判
定
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ど

の
よ

う
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⾏
っ

て
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す
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︖
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⽬
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⽬
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⽤
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判
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）
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2
ペ
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⽬
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⽬
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）
 

 質
問

6 
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ッ

ト
で

の
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果
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︖
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い
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（
具

体
的

に
教

え
て

く
だ

さ
い

︓
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 質
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追
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︖
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︓
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︖
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⽅
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検
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ニ

ュ
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⽅
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１
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プ
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イ
マ
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）
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病
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⽅
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4.
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キ
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ア
ボ
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）
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ス
58

00
/8

80
0
シ

ス
テ
ム

 H
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 現
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、
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W
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催
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検
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。
 

開
催
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、
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出
席
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す
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︖
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い
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出
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な
い

 
3.

 
⽇
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 以
上

で
質

問
は

終
了

で
す

。
最

後
に

回
答

者
様

の
ご

所
属

部
署

名
と

お
名

前
（
⽒

名
）

を
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記
⼊

く
だ

さ
い

。
 

  
（

ご
所

属
部

署
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お
名

前
 

 
 

）
 

  本
ア

ン
ケ

ー
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⽉
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⽇
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メ
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⽣
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Ｆ
Ａ
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︓
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（
微
⽣
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⽤
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ア
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質
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︓
 

 
（

地
独

）
⼤
阪

健
康
安
全
基
盤

研
究

所
 
微
⽣
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L0
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イ
ヤ

ル
イ

ン
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以
上
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令和 5 年 9 月 22 日 
地方衛生研究所 HIV 確認検査担当者様 
（地方自治体保健所 HIV 確認検査担当者様） 

地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所 ウイルス課 
総括研究員 川畑拓也（研究協力者） 

 
厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業 

「HIV 検査体制の改善と効果的な受検勧奨のための研究」 
（研究代表者 都立駒込病院 今村顕史） 

（研究分担者 (株)ハナ・メディテック 加藤眞吾） 
 

『HIV確認検査試薬「Geenius」に関する web研修会』の開催について 
 

下記の通り、HIV 確認検査に関する web 研修会を開催しますので、 
ご参加くださいますようお願い致します。 

 
記 

 
【開催日時】 令和 5 年 10 月 13 日（金）  開始 13:30   終了 15:30 

 
【プログラム】 
 
13:30〜13:40 
１．開催にあたって     加藤眞吾（(株)ハナ・メディテック） 
 
13:40〜14:00 
2. Geenius の概要について    佐野貴子（神奈川県衛生研究所） 
 
14:00〜14:20 
3. HIV-1 陽性の WB 法判定保留例または陰性例を用いた Geenius の有用性の検討結果 
      長島真美（東京都健康安全研究センター） 
14:20〜14:30 
休憩 
 
14:30〜14:50 
4. Geenius で経験した、判定困難事例等  川畑拓也（大阪健康安全基盤研究所） 
 
14:50〜15:10 
5. HIV 確認検査実施に関するアンケート調査の結果報告 
      川畑拓也（大阪健康安全基盤研究所） 
15:10〜15:30 
6. 質疑応答・意見交換 

以上 
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確確
認認
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血血
漿漿
（（
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
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月月
にに
販販
売売
開開
始始


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11
年年

11
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
22
00
22
33
年年

66
月月
時時
点点
でで
、、
世世
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ボボ
ララ
トト
リリ
ーー
ズズ
（（
株株
））
かか
らら
のの
情情
報報
提提
供供
】】

3

GG
ee
ee
nn
iiuu

ss
HH

IIVV
11
//
22
  キキ
ッッ
トト
試試
薬薬
・・
装装
置置

[リ
ー
ダ
ー
本
体

] 

[G
ee

ni
us
試
薬

] 
[試
薬
デ
バ
イ
ス

] 

（（
20
デデ
ババ
イイ
スス
入入
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⾎
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⾎
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判判
定定
保保
留留

HH
IIVV
判判
定定
保保
留留

陽陽
性性

陰陰
性性

HH
IIVV

--
11
陽陽
性性

陽陽
性性

判判
定定
保保
留留

HH
IIVV

--
11
陽陽
性性

陰陰
性性

陽陽
性性

HH
IIVV

--
22
陽陽
性性

判判
定定
保保
留留

陽陽
性性

HH
IIVV

--
22
陽陽
性性

陽陽
性性

ケケ
ーー
スス

11
：：

11
本本
のの

EE
NN

VV
ババ
ンン
ドド
、、
かか
つつ
、、

GG
AA

GG
又又
はは

PP
OO

LL
ババ
ンン
ドド
がが

11
本本
がが
出出
現現

ケケ
ーー
スス

22
：：

22
本本
のの

EE
NN

VV
ババ
ンン
ドド
がが
出出
現現

陽陽
性性

ケケ
ーー
スス

11
：：

HH
IIVV

--
22
  陽陽
性性

（（
HH

IIVV
--
11
交交
差差
反反
応応
をを
伴伴
うう
））

ケケ
ーー
スス

22
：：

HH
IIVV

  陽陽
性性

（（
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
かか
不不
明明
））

8
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[[PP
CC
結結
果果
画画
面面

]]  

GG
ee
ee
nn
iiuu

ss
リリ
ーー
ダダ
ーー

PP
CC
結結
果果
画画
面面

9

GG
ee
ee
nn
iiuu
ssリリ
ーー
ダダ
ーー

結結
果果
レレ
ポポ
ーー
トト
（（
PP
DD
FF
))

HH
IIVV
--
11
陽陽
性性
例例

最
終
判
定
結
果

検
査
結
果
の

画
像
デ
ー
タ

バ
ン
ド
出
現
の

有
無

10

神神
奈奈
川川
県県
衛衛
生生
研研
究究
所所

近近
藤藤
真真
規規
子子
、、
佐佐
野野
貴貴
子子

大大
阪阪
健健
康康
安安
全全
基基
盤盤
研研
究究
所所

川川
畑畑
拓拓
也也
、、
小小
島島
洋洋
子子
、、
森森
治治
代代

慶慶
応応
義義
塾塾
大大
学学
医医
学学
部部

須須
藤藤
弘弘
二二
、、
藤藤
原原
宏宏
、、
長長
谷谷
川川
直直
樹樹
、、
加加
藤藤
眞眞
吾吾

しし
らら
かか
ばば
診診
療療
所所

井井
戸戸
田田
一一
朗朗

厚厚
木木
市市
立立
病病
院院

岩岩
室室
紳紳
也也

横横
浜浜
市市
立立
市市
民民
病病
院院

吉吉
村村
幸幸
浩浩
、、
立立
川川
夏夏
夫夫

11


研研
究究
期期
間間

–
22
00
11
66
年年

11
月月
～～

22
00
11
77
年年

33
月月


検検
討討
試試
薬薬

–
検検
討討
品品
：：
IICC
法法

GG
ee
ee
nn
iiuu

ss
HH

IIVV
  11

//
22
  キキ
ッッ
トト

（（
BB

iioo
--
RR

aadd
社社
、、
以以
下下

GG
ee
ee
nn
iiuu

ss））

–
対対
照照
品品
：：
WW

BB
法法

ララ
ブブ
ブブ
ロロ
ッッ
トト

11
、、
ララ
ブブ
ブブ
ロロ
ッッ
トト

22
  

（（
BB

iioo
--
RR

aadd
社社
、、
以以
下下

NN
LL
BB

  11
,,  
NN

LL
BB

  22
））


研研
究究
対対
象象
検検
体体

–
HH

IIVV
--
11
陽陽
性性
検検
体体

11
66
66
件件
（（
慢慢
性性
期期

11
44
66
件件
、、
急急
性性
期期

22
00
件件
））

–
HH

IIVV
--
11
セセ
ロロ
ココ
ンン
ババ
ーー
ジジ
ョョ
ンン
パパ
ネネ
ルル

55
例例
（（
22
11
検検
体体
））

–
HH

IIVV
--
22
陽陽
性性
検検
体体

33
00
件件

–
HH

IIVV
陰陰
性性
検検
体体

11
44
00
件件
（（
うう
ちち
スス
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
偽偽
陽陽
性性
検検
体体

11
00
件件
））

GG
ee
ee
nn
iiuu

ssとと
ウウ
エエ
スス
タタ
ンン
ブブ
ロロ
ッッ
トト
のの
比比
較較
研研
究究

12
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表表
１１
HH
IIVV
--
11
陽陽
性性
検検
体体
11
66
66
件件
（（
慢慢
性性
期期
11
44
66
件件
、、
急急
性性
期期
22
00
件件
））
をを
用用
いい
たた
検検
討討

・・
NL

B 
1のの
感感
度度
はは

98
.6

%
（（

14
4/

14
6））

[9
5%

CI
, 9

5.
1-

99
.8

]
2件件
のの
判判
定定
保保
留留
例例
はは
治治
療療
中中
のの
検検
体体

・・
Ge

en
iu

sのの
感感
度度
はは

99
.3

%
（（

14
5/

14
6））

[9
5%

CI
, 9

6.
2-

10
0.

0]
、、

HI
V-

2ババ
ンン
ドド
のの
交交
差差
反反
応応
性性
はは

0%

・・
NL

B 
2でで
はは

4件件
しし
かか
陰陰
性性
にに
なな
らら
ずず
、、
交交
差差
反反
応応
性性
はは

12
.3

%
（（

18
/1

46
））
とと
なな
っっ
たた

・・
急急
性性
期期
検検
体体
でで
はは
、、

NL
B 

1でで
判判
定定
保保
留留
とと
なな
っっ
たた

16
件件
中中

7件件
はは
、、

Ge
en

iu
sでで
はは
陽陽
性性
とと
なな
っっ
たた
。。 13

表表
２２
HH
IIVV
--
11
セセ
ロロ
ココ
ンン
ババ
ーー
ジジ
ョョ
ンン
パパ
ネネ
ルル
55
例例
（（
22
11
検検
体体
））
をを
用用
いい
たた
検検
討討

27
日日

0日日 32
日日

0日日 0日日

・・
Ge

en
iu

sはは
NL

B 
1よよ
りり
もも

0日日
かか
らら

32
日日
早早
くく
陽陽
性性
とと
なな
っっ
たた
。。

・・
NL

B 
2はは

HI
V-

1 
抗抗
体体
価価
がが
上上
昇昇
すす
るる
にに
つつ
れれ
、、
交交
差差
反反
応応
でで
ああ
るる

p2
6ババ
ンン
ドド
のの
出出
現現
がが
見見
らら
れれ
たた
がが
、、

Ge
en

iu
sでで
はは

HI
V-

2にに
関関
連連
すす
るる
ババ
ンン
ドド
はは
観観
察察
ささ
れれ
なな
かか
っっ
たた
。。

14

表表
３３
HH
IIVV
--
22
陽陽
性性
検検
体体
33
00
件件
をを
用用
いい
たた
検検
討討

・・
NL

B 
1でで
はは

2件件
がが
陽陽
性性
、、

28
件件
がが
判判
定定
保保
留留
、、
偽偽
陽陽
性性
率率

6.
7%

（（
2/

30
））

[9
5%

CI
, 0

.8
-2

2.
1]

・・
Ge

en
iu

sでで
はは

10
件件
がが

HI
V-

2陽陽
性性
、、

18
件件
がが

HI
V-

2陽陽
性性
（（

HI
V-

1とと
のの
交交
差差
反反
応応
をを
伴伴
うう
））
、、

2件件
がが

HI
V陽陽

性性
（（
どど
ちち
らら
のの
タタ
イイ
ププ
かか
不不
明明
））
でで
ああ
りり
、、
感感
度度
はは

10
0%
（（

30
/3

0））
[9

5%
CI

, 8
8.

4-
10

0.
0]
、、

HI
V-

1ババ
ンン
ドド
のの
交交
差差
反反
応応
性性
はは

0%

・・
NL

B 
2のの
感感
度度
はは

10
0%

（（
30

/3
0））

[9
5%

CI
, 8

8.
4-

10
0.

0]

15

GG
ee
ee
nn
iiuu

ss
HH

IIVV
11
//
22
  キキ
ッッ
トト

HH
IIVV

--
11
//
HH

IIVV
--
22
結結
果果
総総
合合
判判
定定

HH
IIVV

--
11
結結
果果

HH
IIVV

--
22
結結
果果

結結
果果
解解
釈釈

陰陰
性性

陰陰
性性

HH
IIVV

  陰陰
性性

陰陰
性性

判判
定定
保保
留留

HH
IIVV

--
22
  判判
定定
保保
留留

判判
定定
保保
留留

陰陰
性性

HH
IIVV

--
11
  判判
定定
保保
留留

判判
定定
保保
留留

判判
定定
保保
留留

HH
IIVV
判判
定定
保保
留留

陽陽
性性

陰陰
性性

HH
IIVV

--
11
陽陽
性性

陽陽
性性

判判
定定
保保
留留

HH
IIVV

--
11
陽陽
性性

陰陰
性性

陽陽
性性

HH
IIVV

--
22
陽陽
性性

判判
定定
保保
留留

陽陽
性性

HH
IIVV

--
22
陽陽
性性

陽陽
性性

ケケ
ーー
スス

11
：：

11
本本
のの

EE
NN

VV
ババ
ンン
ドド
、、
かか
つつ
、、

GG
AA

GG
又又
はは

PP
OO

LL
ババ
ンン
ドド
がが

11
本本
がが
出出
現現

ケケ
ーー
スス

22
：：

22
本本
のの

EE
NN

VV
ババ
ンン
ドド
がが
出出
現現

陽陽
性性

ケケ
ーー
スス

11
：：

HH
IIVV

--
22
  陽陽
性性

（（
HH

IIVV
--
11
交交
差差
反反
応応
））

ケケ
ーー
スス

22
：：

HH
IIVV

  陽陽
性性

型型
別別
不不
明明

16
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GG
ee
ee
nn
iiuu

ss
HH

IIVV
11
//
22
  キキ
ッッ
トト

HH
IIVV

--
22
総総
合合
判判
定定

17

GG
ee
ee
nn
iiuu
ssリリ
ーー
ダダ
ーー
HH
IIVV
--
11
//
HH
IIVV
--
22
陽陽
性性

総総
合合
判判
定定

18

表表
４４
HH
IIVV
陰陰
性性
検検
体体
11
33
00
件件
をを
用用
いい
たた
検検
討討

・・
NL

B 
1のの
特特
異異
度度
はは

81
.5

%
（（

10
6/

13
0））

[9
5%

CI
, 7

3.
8-

87
.8

]

・・
Ge

en
iu

sのの
特特
異異
度度
はは

98
.5

%
（（

12
8/

13
0））

[9
5%

CI
, 9

4.
6-

99
.8

]

・・
NL

B 
2のの
特特
異異
度度
はは

90
.0

%
（（

11
7/

13
0））

[9
5%

CI
, 8

3.
5-

94
.6

]

・・
Ge

en
iu

sとと
NL

B 
1のの
陰陰
性性
結結
果果
のの
一一
致致
はは

10
4件件
、、

NL
B 

2とと
のの
一一
致致
はは

11
6件件

19

表表
５５
スス
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
検検
査査
偽偽
陽陽
性性
検検
体体
11
00
件件
をを
用用
いい
たた
検検
討討

・・
NL

B 
1はは

10
件件
中中

6件件
がが
陰陰
性性

・・
Ge

en
iu

sはは
10
件件
中中

8件件
がが
陰陰
性性

・・
NL

B 
2はは

10
件件
中中

5件件
がが
陰陰
性性

・・
Ge

en
iu

sがが
一一
番番
、、
スス
クク
リリ
ーー
ニニ
ンン
ググ
検検
査査
偽偽
陽陽
性性
検検
体体
のの
中中
でで
のの
特特
異異
度度
がが
高高
かか
っっ
たた
。。

20
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感感
度度
（（
H

IV
-1
））
感感
度度
（（
H

IV
-2
））

特特
異異
度度

交交
差差
反反
応応
性性

G
ee

ni
us

99
.3

%
10

0.
0%

98
.5

%
0.

0%
N

LB
 1

98
.6

%
–

81
.5

%
6.

7%
N

LB
 2

–
10

0.
0%

90
.0

%
12

.3
%

GG
ee
ee
nn
iiuu
ssとと
ウウ
エエ
スス
タタ
ンン
ブブ
ロロ
ッッ
トト
のの
検検
討討
結結
果果

Ge
en

iu
sはは

NL
B 

1、、
NL

B 
2よよ
りり
もも
感感
度度
、、
特特
異異
度度
、、
交交
差差
反反
応応
性性
にに

おお
いい
てて
優優
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
分分
かか
っっ
たた
。。

21

感感
染染
研研
HH
IIVV
//
AA
IIDD
SS
病病
原原
体体
検検
出出
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
のの
検検
査査
フフ
ロロ
ーー
チチ
ャャ
ーー
トト

（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
よよ
りり
抜抜
粋粋
））

* 
HI

V陽
性
、

HI
V-

2陽
性
の

場
合
に
は
、
型
別
確
定
の

た
め
感
染
研
に
連
絡
す
る

* 

**
判
定
保
留
、
陰
性
の
場
合

に
は
核
酸
増
幅
検
査
を

実
施
す
る

* * ** ** ** **

22

まま
とと
めめ

◇◇
HH
IIVV
--
22
陽陽
性性
検検
体体
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
目目
視視
とと
GG
ee
ee
nn
iiuu
ssリリ
ーー
ダダ
ーー
でで
判判
定定
がが
異異

なな
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
、、
リリ
ーー
ダダ
ーー
でで
はは
ババ
ンン
ドド
読読
みみ
取取
りり
装装
置置
にに
CC
OO
をを
設設
定定

しし
てて
、、
独独
自自
のの
ララ
イイ
ンン
判判
定定
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
分分
かか
っっ
たた
。。

◇◇
地地
衛衛
研研
のの
健健
康康
危危
機機
管管
理理
体体
制制
のの
一一
環環
かか
らら
もも
、、
HH
IIVV
確確
認認
検検
査査
のの
実実
施施

体体
制制
のの
強強
化化
、、
リリ
ーー
ダダ
ーー
をを
用用
いい
たた
判判
定定
・・
情情
報報
のの
管管
理理
がが
望望
まま
れれ
るる
。。

◇◇
GG
ee
ee
nn
iiuu
ssはは
WW
BB
法法
とと
比比
べべ
てて
特特
異異
度度
おお
よよ
びび
感感
度度
のの
向向
上上
がが
認認
めめ
らら
れれ

たた
。。
まま
たた
、、
ここ
れれ
まま
でで
HH
IIVV
のの
重重
複複
感感
染染
かか
交交
差差
反反
応応
かか
判判
定定
にに
苦苦
慮慮
すす

るる
ここ
とと
のの
ああ
っっ
たた
WW
BB
--
11
//
WW
BB
--
22
両両
方方
陽陽
性性
のの
検検
体体
にに
おお
いい
てて
もも
GG
ee
ee
nn
iiuu
ss

でで
はは
型型
別別
がが
可可
能能
でで
ああ
りり
、、
HH
IIVV
抗抗
体体
確確
認認
検検
査査
試試
薬薬
とと
しし
てて
有有
用用
でで
ああ

るる
ここ
とと
がが
分分
かか
っっ
たた
。。

◇◇
GG
ee
ee
nn
iiuu
ssはは
ババ
ンン
ドド
読読
みみ
取取
りり
装装
置置
にに
よよ
りり
結結
果果
をを
客客
観観
的的
にに
判判
定定
すす
るる

ここ
とと
かか
らら
、、
結結
果果
解解
釈釈
にに
おお
けけ
るる
個個
人人
差差
がが
低低
減減
すす
るる
もも
のの
とと
思思
わわ
れれ
たた
。。

23
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H
IV

-
1
陽
性
の

W
B
法
判
定
保
留
例
ま
た
は
陰
性
例
を
用
い
た

G
e
e
n

iu
s
（
確
認

IC
法
）
の
有
用
性
の
検
討
結
果

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー

河
上
麻
美
代
長
島
真
美
貞
升
健
志

［
H

IV
確
認
検
査
試
薬
「

G
e
e
n

iu
s
]に
関
す
る

w
e
b
研
修
会
］

2
0

2
3

.1
0

.1
3

 

1

東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
H
IV
検
査
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL
IS
A法

）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL
FA
法
）

ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
（
W
B）

核
酸
増
幅
検
査

（
N
AT
法
）

（
－
）

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
－
）

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
＋
）

（
＋
）

（
＋
）

（
＋
）

（
－
）

（
－
）

（
±
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

確
認
検
査

陰
性

（
－
）

陰
性

陰
性

H
IV
陽
性

※
20
22
年
4月
よ
り
G
ee
ni
us

（
確
認
IC
法
）
へ
変
更

2

全
血

15
L

ま
た
は

血
清
・
血
漿

5
L

W
el

l 1

確
認
IC
法
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体
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ffe

rを
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下
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el
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Bu
ffe

rを
5滴
滴
下

④
結
果
の
解
析

W
el

l 2
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ffe

r

Bu
ffe

r

ま
た
は

•
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
の
原
理
を
用
い
て
お
り
、
作
業
が
簡
便
で
あ
る
。

•
約

4時
間
か
か
る

W
B法

と
比
較
し
て
、
所
要
時
間
は
約
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る
。
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抗
体
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認
検
査
（
W
B
法
と
確
認
IC
法
）
の
相
違
点

＜
確
認
IC
法
＞

•
W
B法

は
目
視
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
バ
ン
ド
と
比
較
し
判
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
確
認
IC
法
は
目
的
の
バ
ン
ド
の
有
無
を
容
易
に
判
別
で
き
る
。

目
視
判
定
だ
け
で
な
く
専
用
機
器
で
の
自
動
測
定
も
可
能
で
あ
る
。

＜
W
B法

＞

gp
16

0
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H
IV
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N
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H
IV
-1
判
定
基
準
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Vの

バ
ン
ド
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と
そ
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以
外
の
バ
ン
ド
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以
上

W
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判
定
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準
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Vの

バ
ン
ド
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以
上

H
IV
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3
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5
6
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H
IV
-2

1
2

H
IV
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判
定
基
準

EN
Vの

バ
ン
ド
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確
認
IC
法
専
用
リ
ー
ダ
ー
を
用
い
た
自
動
判
定

検検
出出

5

ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
（
W

B）

検
討
1
（
H
IV
-
1
陰
性
お
よ
び
W
B
陽
性
検
体
）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL
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）

抗
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同
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ク
リ
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ニ
ン
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検
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幅
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＋
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＋
）
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＋
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＋
）
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－
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（
±
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陰
性
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－
）

陰陰
性性

陰
性

74
検
体

19
検
体

①
②

4時
間

6

結
果
1
（
H
IV
-
1
陰
性
お
よ
び
W
B
陽
性
検
体
）

①
陰
性
検
体

19
検
体
全
て
に
お
い
て
い
ず
れ
の
バ
ン
ド
も
検
出
さ
れ
ず

確
認
IC
法
で
H
IV
-1
陰
性
で
あ
っ
た
。

②
陽
性
検
体
（
H
IV
-1
W
B陽

性
）

74
検
体
全
て
確
認
IC
法
で
H
IV
-1
陽
性
で
あ
っ
た
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＞
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ド
3～

6の
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ド
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は
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れ
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ン
ド
を
検
出
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＋
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検
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B
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と
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T
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に
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-
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陽
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と
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た
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結
果
2
（
W
B
法
判
定
保
留
と
な
り
N
A
T
法
に
よ
り
H
IV
-
1
陽
性
と
な
っ
た
検
体
）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL
IS
A法

）

核
酸
増
幅
検
査

（
N
AT
法
）

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
－
）

（
＋
）

（
＋
）

（
±
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

確
認
検
査

（
W
Bと
確
認
IC
法
の
比
較
）

H
IV
-1

陽
性

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
＋
）

（
＋
）

（
－
）

29
検
体

ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
（
W
B）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（E
LF
A法

）

核
酸
増
幅
検
査

（
N
AT
法
）

（
＋
）

（
±
）

H
IV
-1

陽
性

（
＋
）

（
－
）

25
G
ee
ni
us
（
確
認
IC
法
）

1
3

合
計
29

※
29
検
体
中
4件
（
約
15
%
）
は
N
AT
法
が
必
要

29
検
体
中
25
件

（
約
85
%
）
は
確
認
IC
法
で

H
IV
-1
陽
性
確
定

9

検
討
3
（
W
B
法
陰
性
と
な
り
N
A
T
法
に
よ
り
H
IV
-
1
陽
性
と
な
っ
た
検
体
）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL

IS
A法

）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL

FA
法
）

核
酸
増
幅
検
査

（
N

AT
法
）

EL
IS

A法
（
＋
）

か
つ

IC
法
（
－
）

（
＋
）

（
＋
）

（
－
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

確
認
検
査

H
IV

-1
 陽
性（
－
）

EL
IS

A法
（
＋
）

か
つ

IC
法
（
＋
）

（
＋
）

（
－
）

（
±
）

陰
性

（
－
）

陰
性

陰
性

6検
体

ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
（
W

B）

10

核
酸
増
幅
検
査

（
N
AT
法
）

（
＋
）

（
±
）

H
IV
-1

陽
性

（
＋
）

（
－
）

6検
体

ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
（
W
B）

核
酸
増
幅
検
査

（
N
AT
法
）

（
＋
）

（
±
）

H
IV
-1

陽
性

（
＋
）

（
－
）

1
G
ee
ni
us
（
確
認
IC
法
）

1
4

合
計
6

※
6検
体
中
5件
（
約
83
%
）
は
N
AT
法
が
必
要

6検
体
中
1件

（
約
17
%
）
は
確
認
IC
法
で

H
IV
-1
陽
性
確
定

結
果
3
（
W
B
法
陰
性
と
な
り
N
A
T
法
に
よ
り
H
IV
-
1
陽
性
と
な
っ
た
検
体
）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（
EL
IS
A法

）

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
－
）

（
＋
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

確
認
検
査

（
W
Bと
確
認
IC
法
の
比
較
）

EL
IS
A法

（
＋
）

か
つ

IC
法
（
＋
）

抗
原
抗
体
同
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
（E
LF
A法

）

11

WW
BB
（（
＋＋

））
WW
BB
（（
±±

））
NN
AA
TT
（（
＋＋

））
WW
BB
（（
－－

））
NN
AA
TT
（（
＋＋

））

確確
認認
IICC
法法

（（
＋＋

））
77
44

22
55

11

確確
認認
IICC
法法

（（
±±

））
00

11
11

確確
認認
IICC
法法

（（
－－

））
00

33
44

H
IV
-
1
陽
性
検
体
に
対
す
る
確
認
IC
法
の
結
果

•
W
Bで

H
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確
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検
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HI
V確
認
検
査
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

厚
⽣
労
働
科
学
研
究
費
補
助
⾦
エ
イ
ズ
対
策
政
策
研
究
事
業

「
HI
V検
査
体
制
の
改
善
と
効
果
的
な
受
検
勧
奨
の
た
め
の
研
究
」

研
究
代
表
者

今
村
顕
史
（
東
京
都
⽴
駒
込
病
院
）

研
究
分
担
者

加
藤
眞
吾
（
（
株
）
ハ
ナ
･メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
）

（
地
独
）
⼤
阪
健
康
安
全
基
盤
研
究
所

微
⽣
物
部

ウ
イ
ル
ス
課

川
畑
拓
也

「
H
IV
確
認
検
査
試
薬
「
G
ee
ni
us
」
に
関
す
る
w
eb
研
修
会
」
20
23
.1
0.
13

 

1

全
国
の
保
健
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
無
料
匿
名
H
IV
検
査
の
確
認
検
査
に
関
し
て
、

地
⽅
衛
⽣
研
究
所
に
お
け
る
検
査
体
制
・
実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
⾏
い
、

今
後
の
さ
ら
な
る
検
査
体
制
充
実
に
向
け
た
資
料
と
す
る
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
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認
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査
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に

関
す

る
w
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」
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⽬
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2

調
査
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象

地
⽅
衛
⽣
研
究
所
全
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協
議
会

加
盟
地
⽅
衛
⽣
研
究
所
（
85
ヶ
所
）

調
査
期
間

20
23
.8
.2
1〜
8.
31

調
査
⽅
法

記
名
・
⾃
記
式
質
問
紙
調
査

・
質
問
紙
は
、
地
⽅
衛
⽣
研
究
所
が
所
属
す
る
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
（
「
地
研
メ
ー
ル
」
）
を
通
じ
配
布
。

・
回
収
は
メ
ー
ル
･F
A
X
を
選
択
。

・
研
究
利
⽤
の
可
否
を
質
問
。

H
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検
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」
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⽅
法

3

結
果

回
答
数
・
回
答
率

・
全
地
衛
研

85
ヶ
所
が
回
答
（
回
答
率
10
0%
）

・
研
究
利
⽤
へ
の
拒
否
な
し

回
答
期
間

・
20
23
.8
.2
1〜
9.
27

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

4
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Q
2︓
HI
V確
認
検
査
の
実
施
施
設

45 53
%

3 3%
1 1%

33 39
%

3 4%
本
庁
な
ど
か
ら
外
部
に
委
託

保
健
所
か
ら
外
部
に
委
託

他
の
地
衛
研
に
委
託

⾃
施
設
(地
衛
研
)で
実
施

保
健
所
検
査
部
⾨
で
実
施

85
か

所
中

外
部

委
託

49
か

所
(5

7.
6%

)
地

衛
研

33
か

所
(3

8.
8%

)
保

健
所

3か
所

( 
3.

5%
)

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

5

Q
3︓
現
在
実
施
し
て
い
る
抗
体
確
認
検
査
法

33

10
0%

0 0%

0 0%

Ge
en
iu
s（
試
薬
）

W
B法

そ
の
他

確
認

検
査

を
実

施
し

て
い

る
地

衛
研

は
す

べ
て

G
ee

ni
us

試
薬

を
使

⽤

以
降
、
⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

6

Q
3追
加
︓
Ge
en
iu
s（
試
薬
）
の
導
⼊
時
期
は
︖

0123456

2020年11⽉

2021年1⽉

2021年3⽉

2021年5⽉

2021年7⽉

2021年9⽉

2021年11⽉

2022年1⽉

2022年3⽉

2022年5⽉

2022年7⽉

2022年9⽉

2022年11⽉

2023年1⽉

2023年3⽉

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

20
20
年
9⽉

Ge
en
iu
s

販
売
開
始

20
22
年
6⽉
31
⽇

W
B販
売
中
⽌

20
23
年
1⽉

NL
B-
1使
⽤
期
限

予
算
申
請

→
購
⼊

20
21
年
6⽉

W
B販
売
中
⽌
の

お
知
ら
せ

7

Q
4︓
Ge
en
iu
sリ
ー
ダ
ー
の
購
⼊
に
つ
い
て

14 42
%

1 3%
1 3%

2 6%

15 46
%

購
⼊
し
た
(納
品
待
ち
を
含
む
)

リ
ー
ス
で
使
⽤

検
討
中

購
⼊
し
た
い
が
予
算
が
付
か
な
い

購
⼊
の
予
定
な
し

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
4割
程
度
の
地
衛
研
が

リ
ー
ダ
ー
を
購
⼊
し
使
⽤
し
て
い
る
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

8
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Q
4︓
Ge
en
iu
sリ
ー
ダ
ー
の
購
⼊
に
つ
い
て
（
全
85
か
所
）

14 17
%

1 1%
1 1% 2 2%

15 18
%

52 61
%

購
⼊
し
た
(納
品
待
ち
を
含
む
)

リ
ー
ス
で
使
⽤

検
討
中

購
⼊
し
た
い
が
予
算
が
付
か
な
い

購
⼊
の
予
定
な
し

（
地
衛
研
以
外
で
実
施
）

地
衛
研
全
体
に
占
め
る
Ge
en
iu
s

リ
ー
ダ
ー
を
所
有
す
る
地
衛
研
の

割
合
は
、
2割
未
満
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

9

Q
5︓
Ge
en
iu
s試
薬
の
結
果
判
定
⽅
法

11 33
% 3 9%

19 58
%

リ
ー
ダ
ー

リ
ー
ダ
ー
と
⽬
視
の
両
⽅

⽬
視
(ﾘ
ｰﾀ
ﾞｰ
納
品
待
ち
1を
含
む
)

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
6割
程
度
の
地
衛
研
が

⽬
視
で
判
定
し
て
い
る
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

10

Q
5︓
Ge
en
iu
s試
薬
の
結
果
判
定
⽅
法
（
全
85
か
所
）

60 71
%

3 3%

19 22
%

3 4%

リ
ー
ダ
ー

リ
ー
ダ
ー
と
⽬
視
の
両
⽅

⽬
視
(ﾘ
ｰﾀ
ﾞｰ
納
品
待
ち
1を
含
む
)

不
明
(保
健
所
3か
所
)

⽬
視
で
判
定
し
て
い
る
地
衛
研
は

全
体
で
は
約
2割
程
度
。

※
外
部
委
託
で
は
全
て
Ge
en
iu
sリ
ー
ダ
ー
を
使
⽤
と
仮
定

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

11

Q
6︓
Ge
en
iu
s試
薬
で
の
判
定
困
難
事
例
の
経
験

28 85
%

5

15
%

な
し

あ
り

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
15
%
の
地
衛
研
が

結
果
の
判
定
が
困
難
で
あ
っ
た
事
例
を

経
験
し
て
い
た
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13
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Q
6︓

Ge
en

iu
s試

薬
で

の
判

定
困

難
事

例

キ
ッ

ト
の

不
具

合
に

つ
い

て

•
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

濾
紙

に
⾚

い
⾊

が
残

り
、

L4
,L

6に
薄

く
透

明
な

ラ
イ

ン
が

⾒
え

た
。

（
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
デ

バ
イ

ス
の

不
良

か
）

判
定

保
留

（
IN

D
ET

ER
M

IN
AT

E）
に

つ
い

て

•
リ

ー
ダ

ー
で

H
IV

-1
 I

N
D

ET
ER

M
IN

AT
E（

gp
41

の
み

+
）

と
な

っ
た

。

•
リ

ー
ダ

ー
で

判
定

保
留

と
な

っ
た

。

総
合

解
釈

と
H

IV
-1

/H
IV

-2
結

果
の

整
合

性
に

つ
い

て

•
H

IV
-1

陽
性

、
H

IV
-2

判
定

保
留

の
時

、
リ

­
ダ

ー
の

総
合

結
果

は
H

IV
-

1陽
性

の
み

と
な

り
、

H
IV

-2
判

定
保

留
を

教
え

て
く

れ
な

い
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

13

Q
7︓

追
加

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
検

査
実

施
の

有
無

と
そ

の
⽅

法
に

つ
い

て 19 58
%

14 42
%

な
し

あ
り

PA
法
︓
3

IC
法
︓
2

EI
A法
︓
8

PA
法
+
EI
A法
︓
1

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
4割
程
度
の
地
衛
研
が

追
加
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

14

Q
8︓

HI
V-

1 
NA

T（
核

酸
増

幅
検

査
）

実
施

の
有

無

22 67
%

4

12
%

7

21
%

実
施
し
て
い
る
（
実
績
な
し
2を
含
む
）

導
⼊
を
検
討
中

導
⼊
の
予
定
な
し

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
7割
程
度
の
地
衛
研
が

HI
V-
1の
核
酸
増
幅
検
査
を
実
施

し
て
お
り
、
さ
ら
に
1割
以
上
が

導
⼊
を
検
討
し
て
い
る
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

15

Q
8︓

HI
V-

1 
NA

T（
核

酸
増

幅
検

査
）

の
⽅

法

16 73
%

2 9%

1 4%

1 4%

1 5%

1 5%

KK
-T
aq
M
an
法

感
染
研
マ
ニ
ュ
ア
ル
法
(1
)

感
染
研
マ
ニ
ュ
ア
ル
法
(2
)

感
染
研
法

ア
プ
テ
ィ
マ

そ
の
他

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

核
酸
増
幅
検
査
を
実
施
し
て
い
る

地
衛
研
の
う
ち
、
73
%
が

KK
-T
aq
M
an
法
を
導
⼊
し
て
い
た
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13
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ま
と
め

す
べ
て
の
確
認
検
査
が
Ge
en
iu
sに
切
り
替
わ
っ
て
い
た
。

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研
は
約
4割
だ
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
を
導
⼊
し
た
施
設
は
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研
の

約
42
％
、
全
体
の
約
17
%
で
あ
っ
た
。

Ge
en
iu
sの
判
定
は
、
外
部
委
託
分
が
す
べ
て
リ
ー
ダ
ー
で
⾏
わ
れ
て

い
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
⽬
視
で
判
定
し
て
い
る
施
設
は
、
確
認
検
査
を

実
施
し
て
い
る
地
衛
研
の
約
58
%
、
全
体
の
約
22
%
で
あ
っ
た
。

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研
の
約
15
%
が
、
判
定
が
困
難
な
事

例
を
経
験
し
て
い
た
。

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研
の
約
15
%
が
、
追
加
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
を
導
⼊
し
て
い
た
。
ま
た
、
67
%
が
N
AT
を
導
⼊
し
て
お
り
、

さ
ら
に
12
%
が
N
AT
の
導
⼊
を
検
討
し
て
い
た
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13
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Ge
en
iu
s試
薬
に
お
け
る

判
定
困
難
事
例
に
つ
い
て

厚
⽣
労
働
科
学
研
究
費
補
助
⾦
エ
イ
ズ
対
策
政
策
研
究
事
業

「
HI
V検
査
体
制
の
改
善
と
効
果
的
な
受
検
勧
奨
の
た
め
の
研
究
」

研
究
代
表
者

今
村
顕
史
（
東
京
都
⽴
駒
込
病
院
）

研
究
分
担
者

加
藤
眞
吾
（
(株
)ハ
ナ
･メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
）

（
地
独
）
⼤
阪
健
康
安
全
基
盤
研
究
所

微
⽣
物
部

ウ
イ
ル
ス
課

川
畑
拓
也

「
H
IV
確
認
検
査
試
薬
「
G
ee
ni
us
」
に
関
す
る
w
eb
研
修
会
」
20
23
.1
0.
13

 

1

Q
6︓
Ge
en
iu
s試
薬
で
の
判
定
困
難
事
例
の
経
験

28 85
%

5

15
%

な
し

あ
り

⾃
施
設
で
確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
33
か
所
の
地
衛
研
の
回
答
ま
と
め

確
認
検
査
を
実
施
し
て
い
る
地
衛
研

の
う
ち
、
約
15
%
の
地
衛
研
が

結
果
の
判
定
が
困
難
で
あ
っ
た
事
例
を

経
験
し
て
い
た
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

2

Q
6︓
Ge
en
iu
s試
薬
で
の
判
定
困
難
事
例

キ
ッ

ト
不

具
合

の
事

例

•
イ

ム
ノ

ク
ロ

マ
ト

濾
紙

に
⾚

い
⾊

が
残

り
、

L
4
,L

6
に

薄
く

透
明

な
ラ

イ

ン
が

⾒
え

た
。

（
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
デ

バ
イ

ス
の

不
良

か
）

判
定

保
留

（
IN

D
E
T
E
R

M
IN

A
T
E
）

の
事

例

•
リ

ー
ダ

ー
で

H
IV

-1
 I

N
D

E
T
E
R

M
IN

A
T
E
（

g
p
4
1
の

み
+

）
と

な
っ

た
。

•
リ

ー
ダ

ー
で

判
定

保
留

と
な

っ
た

。

総
合

解
釈

と
H

IV
-1

/H
IV

-2
結

果
に

疑
義

が
⽣

じ
た

事
例

（
弊

所
:1

2
件

）

•
H

IV
-1

陽
性

、
H

IV
-2

判
定

保
留

の
時

、
リ

­
ダ

ー
の

総
合

結
果

は
H

IV
-

1
陽

性
の

み
と

な
り

、
H

IV
-2

判
定

保
留

を
教

え
て

く
れ

な
い

。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

3

(1
)G
ee
ni
us
試
薬
（
デ
バ
イ
ス
）
の
不
具
合
事
例

②
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
濾
紙
が
汚
く
な
っ
た
事
例
（
偶
然
PC
で
も
1例
発
⽣
）

①
検
体
・
緩
衝
液
が
流
れ
な
か
っ
た
事
例
（
偶
然
NC
で
発
⽣
）

PC

デ
バ
イ
ス
を
⼗
分
室
温
に
戻
し
て
検
査
を
実
施

し
た
ら
、
発
⽣
し
に
く
い
。
（
メ
ー
カ
ー
談
）

（
弊
所
は
、
デ
バ
イ
ス
を
室
温
保
存
。
）

7 45
6

弊
所
で
の
不
具
合
発
⽣
割
合

＝
1.

54
 %

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13
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(1
)G
ee
ni
us
試
薬
（
デ
バ
イ
ス
）
の
不
具
合
事
例

③
イ
ム
ノ
ク
ロ
マ
ト
濾
紙
に
異
物
︖
が
付
着
し
て
い
て
読
取
り
に
⽀
障
を
き
た
し
た
2事
例

ど
ち
ら
の
事
例
も
（
た
ま
た
ま
）
判
定
に
は
影
響
な
か
っ
た
。

読
取
り
不
良

読
取
り
不
良

別
の
カ
セ
ッ
ト
で

再
試
験
し
た
結
果

上
︓
検
体
と
緩
衝
液
2滴
を
滴
下
後

下
︓
さ
ら
に
緩
衝
液
5滴
を
滴
下
後

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

5

(2
)判
定
保
留
（
IN
DE
TE
RM
IN
AT
E）
事
例
そ
の
1

①
EN
Vの
ラ
イ
ン
2本
の
う
ち
1本
し
か
読
み
取
ら
ず
、
判
定
保
留
に
な
っ
た
2事
例

No
.1

･追
加
検
査
︓
(+
)

･N
A
T
︓
(-
)

→
判
定
保
留
と
の
結
果
を
伝
え
よ
う
と
、

依
頼
元
に
問
合
せ
た
際
、
治
療
中
の
⽅
と
判
明
。

No
.2

･追
加
検
査
︓
(+
)

･N
A
T
︓
(-
)

→
判
定
保
留
と
結
果
返
却
。

（
受
検
者
は
即
⽇
検
査
の
結
果
も
、
確
認
検
査
の

結
果
も
、
受
け
取
り
に
来
ず
。
→
治
療
中
︖
）

→
HI
V-
1プ
ロ
ウ
イ
ル
ス
DN
Aを
検
出
し
治
療
中
を
確
認
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 
（
w
eb
研
修
後
）

6

(2
)判
定
保
留
（
IN
DE
TE
RM
IN
AT
E）
事
例
そ
の
2

①
HI
V-
2の
EN
Vの
ラ
イ
ン
1本
が
出
現
し
、
2型
が
判
定
保
留
に
な
っ
た
2事
例

No
.1

弊
所
で
は
、

･追
加
検
査
︓
(-
)

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て

H
IV
陰
性
で
結
果
返
し
。

No
.2

弊
所
で
は
、

･追
加
検
査
︓
(-
)

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て

H
IV
陰
性
で
結
果
返
し
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

7

(3
)⽬
視
と
読
取
り
の
結
果
が
乖
離
し
た
事
例

⽬
視
で
は
確
認
で
き
た
ラ
イ
ン
1本
を
、
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰが
陰
性
と
判
断
し
た
2事
例

No
.1
HI
V-
1抗
体
陽
性
例

総
合
解
釈
に
は
影
響
な
し
。

No
.2
HI
V-
1判
定
保
留
→
陰
性
例

弊
所
で
は
、

･追
加
検
査
︓
(-
)

で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て

H
IV
陰
性
で
結
果
返
し
。

（
第
3
6
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
学
術
集
会
・
総
会

演
題
番
号
O
-
C
9
-
3
）

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

8

234



(4
)総
合
解
釈
と
HI
V-
1/
HI
V-
2判
定
結
果
に

疑
義
が
⽣
じ
た
事
例
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
よ
り
）

解
説

︓

判
定

困
難

な
事

例
と

し
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

で
報

告
頂

き
ま

し
た

。

試
薬

の
添

付
⽂

書
で

は
、

H
IV

-1
判

定
結

果
が

陽
性

で
、

H
IV

-2
判

定
結

果
が

陰
性

ま
た

は
判

定
保

留
の

と
き

は
、

総
合

解
釈

は
「

H
IV

-1
陽

性
」

と
す

る
様

に
な

っ
て

お
り

、
こ

の
場

合
H

IV
-2

判
定

保
留

と
結

果
返

し
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

（
弊

所
で

は
12

/4
56

 =
 2

.6
%

 程
度

経
験

）

H
IV
-1
陽
性
、
H
IV
-2
判
定
保
留
の
時
、
リ
­
ダ
ー
の
総
合
結
果
は

H
IV
-1
陽
性
の
み
と
な
り
、
H
IV
-2
判
定
保
留
を
教
え
て
く
れ
な
い
。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13

 

9
10

国
内
に
お
け
る
HI
V-
2感
染
例
の
報
告

厚
⽣

労
働

省
か

ら
の

H
IV

-
2
症

例
報

告
に

関
連

す
る

通
知

1
9
9
3
年

7
⽉

9
⽇

健
医

感
発

第
7
6
号

 →
 1

9
9
2
年

 外
国

⼈
 ラ

ブ
ブ

ロ
ッ

ト
1
/
2
, 
ぺ

プ
チ

ラ
ブ

2
0
0
2
年

1
0
⽉

2
4
⽇

健
疾

発
第

1
0
2
4
0
0
1
号

→
2
0
0
2
年

 外
国

⼈
男

性
 ラ

ブ
ブ

ロ
ッ

ト
1
/
2
, 
ウ

イ
ル

ス
分

離

2
0
0
6
年

8
⽉

1
1
⽇

健
疾

発
第

0
8
1
1
0
0
1
号

→
2
0
0
6
年

 ⽇
本

⼈
男

性
 ラ

ブ
ブ

ロ
ッ

ト
1
/
2
 ,
 ぺ

プ
チ

ラ
ブ

, 
ウ

イ
ル

ス
分

離

2
0
0
9
年

2
⽉

3
⽇

健
疾

発
第

0
2
0
3
0
0
1
号

→
2
0
0
4
年

 1
例

, 
2
0
0
7
年

 2
例

, 
2
0
0
8
年

 2
例

, 
3
例

ア
フ

リ
カ

系
男

性
、

2
例

⽇
本

⼈
⼥

性

そ
れ

以
外

の
学

会
等

で
の

報
告

（
重

複
の

可
能

性
あ

り
）

2
0
0
4
年

病
原

微
⽣

物
検

出
情

報
（

ア
フ

リ
カ

系
男

性
⼤

阪
府

⽴
公

衆
衛

⽣
研

究
所

1
例

）

2
0
1
7
年

エ
イ

ズ
学

会
（

2
0
1
7
年

 ⽇
本

⼈
⼥

性
 福

⼭
医

療
セ

ン
タ

ー
 1

例
）

2
0
1
9
年

エ
イ

ズ
学

会
（

イ
ン

ド
出

⾝
男

性
 群

⾺
⼤

学
 1

例
）

2
0
2
2
年

感
染

研
⾏

政
検

査
依

頼
（

2
0
2
2
年

 2
例

）

2
0
1
6
年

エ
イ

ズ
学

会
（

2
0
0
9
-
2
0
1
6
年

 名
古

屋
医

療
セ

ン
タ

ー
 1

例
）

（
下
線
部
加
筆
修
正
）

ま
と
め

1.
キ

ッ
ト

（
デ

バ
イ

ス
）

の
不

具
合

を
、

1.
5%

程
度

（
45

6個
中

7個
）

経
験

し
た

。

2.
追

加
検

査
や

NA
Tを

導
⼊

し
併

⽤
す

る
こ

と
で

、
判

定
保

留
の

頻
度

を
下

げ
ら

れ
る

。

3.
⽬

視
で

の
判

定
結

果
と

リ
ー

ダ
ー

の
判

定
結

果
が

異
な

り
、

総
合

解
釈

に
差

が
で

る

事
例

を
経

験
し

た
。

4.
メ

ー
カ

ー
に

問
い

合
わ

せ
た

と
こ

ろ
、

HI
V-

1 
p2

4と
HI

V-
2 

gp
36

に
関

し
て

は
、

リ
ー

ダ
ー

内
部

に
「

し
き

い
値

」
が

設
定

さ
れ

て
お

り
、

⽬
視

で
確

認
で

き
て

も

リ
ー

ダ
ー

で
は

「
検

出
な

し
」

に
な

る
場

合
が

あ
る

と
の
回
答

を
得

た
。

5.
HI

V-
2の

検
出

が
国

内
で

断
続

的
に

発
⽣

し
て

お
り

、
正

し
く
鑑
別

を
⾏

う
為

に
も

、

リ
ー

ダ
ー

の
使

⽤
が
推

奨
さ

れ
る

。

H
IV

検
査

体
制

研
究

班
主

催
「H

IV
確

認
検

査
試

薬
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

」
20

23
.1

0.
13
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『
H

IV
確

認
検

査
試

薬
「
G

ee
ni

us
」
に

関
す

る
w

eb
研

修
会

』
 

研
修

後
w

eb
ア

ン
ケ

ー
ト

 
  こ

の
研

修
後

ア
ン

ケ
ー

ト
は

匿
名

で
実

施
し

ま
す

。
研

修
会

に
参

加
さ

れ
た

方
の

全
員

が
お

答
え

く
だ

さ
い

。
 

  ・回
答

者
の

ウ
イ

ル
ス

検
査

担
当

年
数

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（
 

 
 

 
年

間
） 

 ・回
答

者
の

H
IV

確
認

検
査

担
当

年
数

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（ 

 
 

 
年

間
） 

 ・確
認

検
査

の
実

施
状

況
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
自

施
設

実
施

：
リ
ー

ダ
ー

判
定

、
 

自
施

設
実

施
：
目

視
判

定
、

 
保

健
所

実
施

、
 

外
部

委
託

実
施

 
 研

修
の

内
容

は
わ

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
か

。
 

分
か

り
や

す
か

っ
た

、
 

や
や

わ
か

り
や

す
か

っ
た

、
 

普
通

、
 

や
や

わ
か

り
に

く
か

っ
た

、
 

わ
か

り
に

く
か

っ
た

 
 講

師
の

説
明

は
わ

か
り

や
す

か
っ

た
で

す
か

。
 

分
か

り
や

す
か

っ
た

、
 

や
や

わ
か

り
や

す
か

っ
た

、
 

普
通

、
 

や
や

わ
か

り
に

く
か

っ
た

、
 

わ
か

り
に

く
か

っ
た

 
 研

修
の

時
間

の
長

さ
は

適
切

で
し

た
か

。
 

短
い

、
や

や
短

い
、

丁
度

良
い

、
や

や
長

い
、

長
い

 
 各

講
義

の
内

容
の

有
用

性
に

つ
い

て
、

5
段

階
で

評
価

し
て

く
だ

さ
い

 
講

義
1「

G
ee

ni
us

の
概

要
に

つ
い

て
」
 

有
用

 
1 

2 
3 

4 
5 

有
用

で
な

い
 

 講
義

2「
H

IV
-1

陽
性

の
W

B
法

判
定

保
留

例
ま

た
は

陰
性

例
を

用
い

た
G

ee
ni

us
の

有
用

性
の

検
討

結
果

」

に
つ

い
て

 
有

用
 

1 
2 

3 
4 

5 
有

用
で

な
い

 
 講

義
3「

H
IV

確
認

検
査

実
施

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

結
果

報
告

」
 

有
用

 
1 

2 
3 

4 
5 

有
用

で
な

い
 

 講
義

4「
G

ee
ni

us
で

経
験

し
た

、
判

定
困

難
事

例
等

」 
有

用
 

1 
2 

3 
4 

5 
有

用
で

な
い

 
 

      今
回

の
研

修
の

満
足

度
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
満

足
し

た
、

や
や

満
足

し
た

、
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

、
あ

ま
り

満
足

で
き

な
か

っ
た

、
全

く
満

足
で

き
な

か
っ

た
 

  今
回

の
研

修
を

通
し

て
、

ご
自

身
の

自
治

体
で

の
H

IV
確

認
検

査
実

施
に

際
し

て
、

今
後

活
用

で
き

そ
う

な
内

容
が

あ
り

ま
し

た
ら

教
え

て
く

だ
さ

い
。

 
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 今

回
の

研
修

会
に

対
し

て
、

改
善

点
や

要
望

が
あ

れ
ば

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 H
IV

確
認

検
査

に
関

す
る

質
問

に
答

え
た

り
、

検
査

に
関

す
る

新
し

い
情

報
や

試
薬

の
不

具
合

を
共

有
し

た
り

す

る
た

め
の

メ
ー

リ
ン

グ
リ
ス

ト
「（

仮
）H

IV
確

認
検

査
担

当
者

M
L」

の
構

築
を

計
画

し
て

い
ま

す
が

、
そ

れ
に

参
加

す
る

ご
意

思
は

ご
ざ

い
ま

す
か

？
 

は
い

、
 

い
い

え
 

  
（以

上
）
 

  「w
eb

研
修

会
 

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
」
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